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バングラデシュにおける病院（Aichi 病院）の周産期医療周辺情報

バングラデシュ／周産期医療／2.医療・公衆衛生>治療方法・体制／医療機関区分と施設数・病床数／ 5.キーパーソン・協力先>提携先医療機関

出所）H30年度・グリーンホスピタルサプライ株式会社「バングラデシュにおける医療サービス事業参画型プラットフォームによる国際ヘルスケア拠点構築プ

ロジェクト」事業報告書p.12-13

a．病院概要

Aichi 病院(120 床)は、EWMCH の系列病院であり、内科、産婦人科、小児科を中心に中高所得者層をターゲット

としている私立病院である。産婦人科病棟とNICU の視察を実施した。助産師は不在である。

b．病棟・分娩室

児はコットで母児同室である。実際に分娩の様子の見学はできなかった。全例ではないがCTG モニターも使用してい

るとのことで比較的分娩管理が適切に行える環境にある。黄疸は見た目で判断し、必要と思われた時に血液検査を

行っている。

c．NICU

呼吸障害、肺炎、双子の低出生体重児が入院中であった。人工呼吸器が設置されていたが、使用できない状態であっ

た。心電図、SpO2 モニター、保育器4 台が稼働していた。32 週1300g（双胎の1 児）がコットに収容されていた。

低栄養状態で皮膚色も不良、活気もない様子であり、点滴等はされておらず、児の管理方法に改善の余地がみられる。


